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                                       メイク・ア・ウィッシュ： 

                      夢を叶えよう 
                                
                                 社会福祉法人じねんじょ 

             理事長 金原 洋治 

  

 じねんじょも４歳になりました。子どもでいうと

ギャングエイジから少しお兄さんやお姉さんになっ

てきた段階です。障害者自立支援法への移行により

知的障害者通所更生施設「じねんじょ」は生活介護

サービス事業所「じねんじょ」という名称に変わり

ました。これは、知的，肢体、精神の３障害１元化

という制度の方針に合わせたものですが、知的障害

に限定した名称が変更になったとご理解頂いたらと

思います。名前以外に何が変わったのかといえば、

当センターは障害が重度の利用者が多いので職員配

置が利用者１.７人に一人となり、利用者の方の実

情に近い人員配置になったことが眼に見える大きな

変化だと思います。４月以降11人の職員が就職し

現在は、常勤非常勤合わせて３９人が利用者の方々

のサービスに努めています。 

   さて、みなさんはMAKE A WISH（メイク・

ア・ウィッシュ）という活動をご存知でしょうか。         

  メイク・ア・ウィッシュは、３歳から１８歳未満

の難病と闘う子どもの夢をかなえるお手伝いをする

ため、１９８０年にアメリカで生まれたボランティ

ア活動です。その活動は世界各国に広がり，日本支

部は１９９２年に設立されています。難病と闘う子

ども一人一人の夢を叶えることにより、子ども達に

生きる喜びや病気と闘う勇気をもって欲しいと願っ

て活動しているのです。 

  昨年度は、じねんじょの職員が利用者の方やご家

族の「夢やねがい」を聞かせて頂きましたが、現時

点では聞かせて頂いただけでまだ実現していないも

のが多いと思います。しかし、そのような夢をもっ

ておられるのだなということを感じながら支援をす

るだけでも支援の姿勢も変わってくると思います。

職員の力だけでは、夢を叶えることはできないもの

も多いと思いますが、皆様のお力をお借りして一つ

ずつ夢を叶えていくという姿勢と努力を続けていき

たいと思っています。 

  職員も一人一人がそれぞれ自分自身の夢を持って

いると思います。現実とのあまりにも大きな違いに

くじけそうになったり、ため息がでることもあると

思います。しかし、人間は夢がないと生きては行け

ません。ちいさな夢、壮大な夢なんでもいいから夢

を持ち続け、昨日よりほんの少しだけ努力した自分

をほめながら少し、一歩一歩前に進んで欲しいと

願っています。 

   

       （じ ね ん じ ょ 通 信） 

発行者： 社会福祉法人じねんじょ 

発行日： 平成19年 ７月  １日 

 

 

   ５月２５日 親子活動 
   ６月 ９日 遊花フォーラム2007 

   ７月 １日 下関レクリエーションボッチャ大会        

                   （出場） 

        下関市地域福祉推進大会  

           福祉施設活動展（出展） 

  ８月２５日・２６日  

        馬関まつり 

  10月 ７日 じねんじょフェスティバル 

        下関市障害者交流卓球大会（出場） 

  11月 ８日  第19回福祉振興大会 

  12月    クリスマス会 

        手をつなぐみんなの福祉フェスタ                         

                   （参加） 

                 

 H２０年１月  成人を祝う会 

        新春親睦会 

     ２月 もちつき  
 

 

今年は、８月２５日（土）・２６日（日）

に開催します。一銭焼きや各種飲み物、活

用品バザー、ゲームコーナーに加えて野菜

や海産物の販売も行う予定です。場所は、

「馬関まつり愛のひろば」全体での話し合

い後、お知らせいたします。また、ボラン

ティアも募集しています。祭りと聞くとウ

キウキ心が弾む方、一緒に楽しみませんか

～！？ 

 

（祭りボランティア担当 野村まで） 

馬関まつりのお知らせ 
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34歳、2児の母です。3月からじねん 

じょで皆さんと活動を楽しくさせてい 

ただいています。活動の中でメンバー  

さんが楽しそうにされ笑顔がみれたと 

き、私もとても嬉しいです。これから 

も皆さんとたくさん関わらせていただ 

いて楽しく過ごしていきたいと思いま 

す。                                                                                     

      （看護師：倉冨 マユミ） 

3月からじねんじょでお世話なってい  

ます。 

今まで内科病棟と小児科クリ ニックで 

したので、初めてのことが多いです。 

毎日とても新鮮で楽しんでいます。                                   

      （看護師：中島 暁子）                                

4月からこちらでお世話になって   

います。 

体力には自信のある25歳です。 

     （支援員：小田 典加）                             

結婚して、2児の母で、子育て奮 

闘中です。 

散歩が好きなので、メンバーさ 

んと行くのがとても楽しみで 

す。            

    （支援員：森田 由姫）              

社会人1年目の桝田です。 

爽やかに、元気よく、 

がんばります。 

    （支援員：桝田 智寛） 

元気に笑顔で楽しく皆さんと過 

ごしたいと思います。 

            （支援員：中丸 芳枝） 

8歳と5歳の2児の母です。結婚・出 

産・子育てを経験し、久～しぶりの社 

会復帰です。 

結婚前は、保育園で保育士として働い 

ていました。 

元気だけが取り柄ですが、楽しく過ご 

せたら良いなと思っています。 

                        （支援員：西村 路枝） 

５月から一緒に活動をさせていただい   

てます大田です。 

とても明るいメンバーさん達に囲まれ 

て楽しい時間を過ごさせていただいて 

おります。早くメンバーさん達の気持 

ちがわかるようになれたらいい 

なーと思います。                         

       （支援員：大田 昌子）    

  4月から週２回じねんじょでお世 

 話になっています。少しでも多く 

 のメンバーさん達と関わっていけ  

 たらと思っています。          

   （作業療法士：新村 孝子） 

 新任職員紹介 

 今は覚える事が多くて無我夢中です   

 が、いつか心に余裕が持てるようにな  

 り、メンバーさんと心が通じ合えるよ  

 うになれたら素晴らしいなぁと思いま 

 す。また、そうなれるように頑張りた 

 いと思います。         

       （支援員：岡田 美智江）                  

４月より１１名のスタッフが加わりました。 
 

どうぞ よろしくおねがいします。 
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園芸センターには 

きれいなお花がいっぱい 

ますます 

賑やかになりました♪ 

じねんじょ上空に飛行船が…！

月に一度の楽しみ 

プール！！ 

春は出会いの季節。 

新たにメンバーが加わって．．． 

香りにうっとり～ 

山田の家でバレーボール！ 

放課後も元気に
活動～！！ 

成人を迎えるメンバー 
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  編集後記 

 人 事 異 動 の お 知 ら せ 

寄付者氏名（敬称略、順不同） 

・落合商会 

・やまぐち小児科 

・じねんじょを育む会 

・社会福祉法人じねんじょ理事評議一同 

・陶芸サロン じねんじょ窯 

・重症心身障害者地域生活支援センター 保護者会 

・もみの木薬局 

・さをり織りサークル 
たくさんのご寄付をいただきました。 

ありがとうございました。 

H18.３.～H19.６.現在 

支援員      船越智絵 

         増本法徳 

               大濱貴江 
       Ｈ19．3．31付け 

じねんじょを退職しました。 

     みなさんお世話になりました。 

調理員       吉岡正子 
       Ｈ19．４．3０付 

「 み ん な を す き に 」 
「じねんじょを育む会」会長  池内京子  

 

 私の故郷・長門市仙崎出身の「金子みすゞさん」は今ではあまりにも有名ですが、私の好きな詩に「みんな

をすきに」というのがあります。誰も一度は聞いたことがあるのではないでしょうか。 

 

   

 

 

 

 

 

という内容の詩です。「みいんな のこらずすきになりたい」そのわけは、「うちのおかずは、みいんな、か

あさまがおつくりになったもの」だから･････「世界のものはみィんな、神さまがおつくりになったもの」だ

から･････と、みすゞさんは言っているのです。 

 初めて読んだ時ハッと胸を突かれたことは忘れられません。それは、私の心の中に「嫌いなものを好きにな

りたい」という気持ちは多少あっても、「皆を残らず好きになりたい」とまでは思ったこともなく、まして

や、それが「かあさまが･････、神さまが･････、」というような発想は皆無に等しかったからです。みすゞさ

んの詩の根底にいつもある「仏教的情操」は、同じ町に高校まで暮らし、毎朝毎夕仏様を拝みお墓に日参する

祖母に育てられた私には共感できるものが多々ありますが、それでもこの詩には大きなショックを受けまし

た。 

 あえて詩の解説はしませんが、障害の有無に関わらず「神さまがおつくりになったすべての生命を好きにな

りたい･････」という願うところに「福祉＝人のしあわせ」のカギがあるかもしれない、と想うこの頃です。 

ねぎも、トマトも、おさかなも、のこらずすきになりたいな。 

お医者さんでも、からすでも、 のこらずすきになりたいな。 

 

  何でもかんでもみいんな 

  だれでもかれでもみいんな のこらずすきになりたいな。 

      お 知 ら せ 

第２回 下関市 

レクリエーションボッチャ

大会に出場しました。 

 
 

じねんじょから出場したチームが 

初心者の部において 

見事優勝することができました！ 

ボッチャとは、男女，年齢，

障害の有無などに関係なく、

誰もが手軽に楽しむことがで

きるスポーツです。 

 梅雨の晴れ間というより真夏の青空！道端に咲い

ている紫陽花もなんだか暑そうです。 

 しかしどんな気候であろうとも、メンバーはとっ

ても元気に来所されます。素直にどの季節もまるご

と楽しんでいる姿を見て、私たちは反省したり感心

したり･･･。 

 メンバーの笑顔を見ると「夢」に少しでも近づか

なくっちゃと、思わずにはいられないこの頃です。 

               （編集部） 

 ご 紹 介 
  
 評議員の小林征之祐さんが「ツルブから
の手紙」という本を出版されました。この

本は征之祐さんが４歳の時戦死されたお父

様が、戦場から征之祐さんに書き続けた絵

入りの軍事郵便などが掲載されている素晴

らしい本です。書店にもありますのでご購

読ください。  （新日本教育図書） 


